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留学生と児童との共修についての実践研究
―茶道・伝統的な遊びを通して―
Study, Practice and learn together with a foreign student and the primary schoolchild
- Through tea ceremony and traditional child's play -
山田 佳古
国際学生部門
　本稿では，「自文化理解」「異文化理解」を実現する「異文化交流の場」として，留学生と日本人児童との
「茶道」「伝統的な日本の遊び」の共修を行い，より深い交流の前準備として，お互いの不安感を取り除くこと，
さらに日本文化に対する苦手意識を払拭させることを試み，年代の違いをこえた共修の在り方について実践研
究を行った。
キーワード：日本語教育，実践研究，異文化理解，伝統文化，茶道
1. はじめに
　留学生と日本人学生との交流や共修，留学生と児童
や生徒との交流に関する研究は多く見られるが，留学生
と児童との共修については，筆者が調べた限りはないと
思われる。留学生と児童との共修を試みたが，留学生の
共修相手が日本人学生ではなく，日本人児童であるのに
は，いくつか理由がある。
　本稿では，留学生と日本人とが共に学ぶものとして，
茶道などの伝統文化の体験学習を選んだ。留学生に
比べて学習内容に対する知識の多い日本人学生では，
日本人が留学生に教えるという関係となり，共修がのぞ
めないと考えたからであることと，学習内容に対する知
識が同程度である方が大きなピア効果が期待できるた
めである。
　また，これまで筆者が見てきた限りでは，同年齢以上の
日本人と留学生との交流では，留学生が受け身になり
がちであったのだが，年下の児童との共修ならば，慢性
的な留学生の受け身体質を変えられる良い機会となる
と考えたからである。
　日本で生活していれば，当然，日本文化に触れられるの
であるが，漫然と日本で生活していれば身に付くというもの
ではなく，意識して学ぼうとしなければ身に付かないもので
ある。一度体験させ，興味を持たせれば，身近にある伝
統文化に自然と目がとまり，その小さな積み重ねが，十年
後，二十年後には大きなものとなるはずである。筆者は常
に留学生の日本での生活自体が日本語や日本文化の学
習となることを心がけて日本語クラス等を担当している。
同じことが日本人にも当てはまると考え，最も教育効果が
大きい思われる年齢の低い児童との日本の伝統文化を
共修することを考えた。
　知識ではなく，実際に茶道等の伝統文化を体験する
体験学習を，留学生と日本人児童とで共修するという試
みは，おそらく，本稿が初めてであると思われる。
　
2. 目的と方法
2.1 体験学習の意義
　近年，現地へ赴かずともインター ネット等を介し，居なが
らにして即座に日本や日本文化を知るなどの「間接体
験」の機会が，また，インター ネットや AIにより日本語を
学ぶなどの「疑似体験」の機会が，容易に得られるよ
うになってきた。文部科学省の『体験活動事例集－
体験のススメ－［平成 17，18 年度 豊かな体験活動推
進事業より］』（2008 年 1 月）に，「今後の教育におい
て重視されなければならないのは，ヒト・モノや実社会に
実際に触れ，かかわり合う『直接体験』である」とあ
るように，情報化社会だからこそ，体験を交えた学びを提
供する意義があるのだ。文部科学省により，英語の学
習到達目標を「CAN-DOリスト」の形で具体的に設
定することについて提言されたことからも，「できるか，でき
ないか」が重要であることがわかるだろう。
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　現在，和歌山大学には，131 名（2017 年 4 月1日現
在）の留学生が在籍しているが，近年は，留学生の多
様化が進み，短期の交換留学生なども増え，これまで以
上に日本語や日本文化に興味を持つ学生が増えてき
た。留学生が日本に留学して学ぶことの意義は，日本
人と日本語で交わり，日本文化を肌で感じる体験にある
ため，本学では，2015 年度より，留学生に向けに「日本
文化入門」を開講し，着物の着付け，茶道，華道，書道，
篆刻，和菓子作りなど，知識を得るのではなく，知識を活
せるように，日本の文化を実際に体験しながら，広く学ぶ
機会を提供している。語学と同じように日本文化の知
識も体験しなければ身に付かない。逆に，体験すること
で容易に理解できることも多い。例えば，着衣水泳が
困難であることと同じように，洋服で茶道を学ぶことは困
難である。洋服ならば大股で歩いたり，腕を高く上げた
りできるが，着物ではそれらが難しいため，着物を着て臨
むだけで自然に茶道の所作となるようになるのだ。この
ように，体験することで気づくことが多くあり，また，自ら気
づいたことは忘れることはない。体験することの学習効
果は非常に大きいのだ。また，そのような知識や体験は，
留学生だけでなく，海外とつながる日本人にも必要な知
識ではないだろうか。
2.2 共修の意義
　近年，グローバル人材を育成が強くうたわれるように
なったが，グローバル人材の育成には，どのような目標を
設定すれば良いだろうか。「グローバル人材育成推進
会議中間まとめ」（2011 年 6月） グローバル人材育成
推進会議に，「グローバル人材」の概念が，以下の三つ
に整理されている。
　要素Ⅰ： 語学力・コミュニケ シーョン能力
　要素Ⅱ： 主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・
柔軟性，責任感・使命感
　要素Ⅲ： 異文化に対する理解と日本人としてのアイ
デンティティー
　以上の要素Ⅰの語学力・コミュニケーション能力を実
現させるためには，「この国の，この人ともっと話したい」
と思わせ，語学に対する学習意欲を持たせることが何よ
りも重要であろう。
　要素Ⅲの異文化に対する理解と日本人としてのアイ
デンティティー を実現させるためには，「自文化理解」と
「異文化理解」が必要であろう。また，自分と異なる
他者を理解し，受け入れるためには，自己を理解する必
要がある。つまり，「自文化理解」「異文化理解」と，「異
文化交流の場」が必要不可欠なのである。
　要素Ⅱの主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・
柔軟性，責任感・使命感を持たせるには，ゲストとホスト
の関係で一方通行なものというだけではなく，協働で何
かを作り上げたり，一緒に同じ目的に向かって活動した
りするという国際共修を行うことが必要であろう。
　留学生と日本人との共修により，自文化理解と異文化
理解の両方をも実現させ，要素Ⅱの主体性・積極性，チャ
レンジ精神，協調性・柔軟性，責任感・使命感を持た
せることができる。
　
2.3 留学生と日本人との共修
　「知らない」ことは「怖い」ものである。同じ国の
者同士でも，初対面の者といきなり交流できるものではな
い。異文化を持つ人同士ならば尚更である。まずは，
交流の前準備として，お互いの不安感を取り除くことが
必要不可欠である。交流のみを目的とすれば，会話が
続かない，質問がない，何を話して良いかわからないとい
う状況が発生する可能性があるが，共修ならばそのよう
なことはない。もちろん，疑問が生まれた際にはすぐに
相手にたずねることもできる。どのような人かを知れば，
自然と不安感も取り除かれると思われる。
　それと同じことが，伝統文化に対する苦手意識にも当
てはめることができよう。留学生もそうではあるが，多くの
日本人が茶道に対する苦手意識を持っているように思
う。楽しく共修することにより，それらに対する苦手意識
も自然に消え，自然にコミュニケーションを取れるようにな
り，より深い交流へと導くことができるであろう。
　本稿では，「自文化理解」「異文化理解」を実現す
る「異文化交流の場」として，留学生と日本人児童と
の「茶道」「伝統的な日本の遊び」の共修を行い，よ
り深い交流の前準備として，お互いの不安感を取り除く
ことと，日本文化に対する苦手意識を払拭させ，より深い
交流へ導くことを試みた。
　
2.4 共修内容
　本稿では，共修内容に，この「日本文化入門」の学
習項目である「茶道」と「伝統的な日本の遊び」と
選択した。いざ交流しようと思っても，何を話して良いか
迷うものであるが，茶道ならば，「お菓子，おいしいね」「お
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茶，苦い？」というような他愛ない話ができ，さらに，菓子，日
本料理，陶磁器，華道，書道，漆器，宗教，畳など，様 な々要
素が融合した茶道では話題にこと欠くことはない上，浅
く広く日本文化を知る良い機会を生み出してくれるから
である。また，交流相手への不安感を取り除く為には，楽
しめる内容であることが望ましいことから，日本の伝統的
な遊びを選んだ。
　茶道は，留学生は全員和服で臨む（事前に着物の
着付けや，和菓子作りの学習内容を終えている）。留
学生は，事前に簡単に茶道のことを学習してはいるが，
まだ身についてはいない状態である。まず，全体でお茶
の飲み方等の簡単な説明をした後，留学生と児童とを
6グル プーに分け，各グル プーでお茶を飲みながら交流
してもらった。
　日本の伝統的な遊びでは，留学生と児童とを6グルー
プに分け，百人一首と花札に関する日本語や日本文化
の説明をした後，実際に体験をしてもらった。また，七夕
の前日であったため，七夕の説明の後，竹に短冊をつる
してもらった。各々遊びから生まれた言葉を紹介した後，
残りの時間で，だるまおとし，けん玉，こま回し，ビー玉，おは
じき，紙風船，竹とんぼ，吹き戻し，福笑い，スーパーボール
すくいなど，自由に体験してもらった。
　
2.5 共修者
　2017 年度前期の「日本文化入門」を受講してい
る留学生と和歌山市立藤戸台小学校 6 年生の児童
との共修・交流を試みた。
　2017 年度前期の「日本文化入門」を受講した留学
生の国籍は，中国 11 名，ベトナム3 名，マレーシア 3 名，韓
国 2 名，イギリス1 名，インドネシア 1 名，オーストラリア 1 名，
フランス1 名，ブルガリア 1 名の計 24 名であり，男性 9 名，
女性 15 名である。和歌山市立藤戸台小学校 6 年生
の児童 33 名である。
　「茶道」では，留学生 22 名（中国と韓国の各 1 名
が欠席），児童 32 名（1 名欠席）が参加し，「伝統的
な日本の遊び」では，留学生 21名（中国，ベトナム，マレー
シアの各 1 名が欠席）と，児童 33 名が参加した。
2.6 調査方法
　共修・交流の前後の，計 4 回，無記名での紙面調査
を行った。「茶道」の共修前紙面調査は，留学生 20
名，児童 33 名，共修後紙面調査は，留学生 22 名，小学
生 32 名であり，「日本の伝統的な遊び」の共修前紙面
調査は，留学生 10 名，児童 33 名，共修後紙面調査は，留
学生 7 名，小学生 33 名であった。特に「日本の伝統的
な遊び」の留学生の紙面調査用紙の回収枚数が極端
に少ないのは，紙面調査当日に欠席していた，時間内に
紙面調査用紙に記入できなかったという理由に加え，「茶
道」で行った紙面調査と似た内容であったことから「す
でにアンケ トーに答えた」と思い込んだこと，また，無記名
であることから白紙で提出する者が多かった為である。
2.7 期待できる効果
　異文化を持つ人との交流経験がない，あるいは少な
い場合，交流に対する不安感は大きいものと思われる。
その理由の多くは言語が通じるかにあると思われるが，
ただの無意味なお喋りでは留学生の日本語力を上げる
ことは難しいことから見ると，実際の交流では言語力は
さほど必要ではないだろう。案ずるより産むが易いとい
う状況であると思われ，交流で楽しさを感じられれば，そ
のような不安感は払拭されると予想される。
　また，共修・交流により，異文化を持つ人に対する苦
手意識が払拭され，そのイメー ジが良くなることと，多人
数との交流から，人にはそれぞれ個性があることを知り，
「外国人は派手だ」「日本人は大人しい」などの先
入観を取り除くことができると予想される。
　接していない物や人に興味や学習意欲を持てとい
うのは，無理な話である。茶道の目的の一つに，主客に
一体感を生ずるほど充実した茶会となる「一座建立」
があるが，皆が楽しめなければ，それは実現できない。
実際のお茶会は楽しむものであり，決して堅苦しいもの
ではない。ゆえに，こちらも前述の不安感同様，実際に
お茶会をしてみれば，茶道や着物などへの苦手意識が
払拭され，学習意欲がわくことが予想される。
3. 調査結果
3.1 交流回数と不安感の関係について
　共修前の紙面調査で，異文化を持つ人との交流の
有無を，「一度もない」「一度交流したことがある」「2
～ 3 回交流したことがある」「何度も交流したことがあ
る」の 4 項目でたずね，さらに交流に対する不安の有
無をたずねた。以下の図 1と図 2 がその結果である。
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　以上より，交流経験がなければ不安を抱きやすい傾
向がみられることがわかる。また，「2 ～ 3 回交流したこ
とがある」「何度も交流したことがある」と答えた小学
生の全て（5 名）が，交流に対する不安はないと答え，
「不安がある」と答えた留学生の全て（9 名）が，初
めて交流する留学生であったことから，交流回数を多く
重ねることが不安感の払拭につながることが言える。
4.2 異文化を持つ人に対するイメー ジの変化
　共修前と共修後の紙面調査で，異文化を持つ人のイ
メー ジを 5 段階の SD 法で 14 項目たずねた。例えば，
明るさを問う項目では，「暗い」「少し暗い」「どちらでも
ない」「少し明るい」「明るい」と5 つを挙げ，当ては
まるものに印をつけてもらった。欠席等で共修前後の
紙面調査の数が異なること，また，無回答である個所が
あることから，「暗い」を－2，「少し暗い」を－1，「どちら
でもない」を0,「少し明るい」を1,「明るい」を2とし，
回答者の人数で割った。つまり，その数値がマイナスで
あれば「暗い」を，プラスであれば「明るい」へ傾い
ていることがわかる。
　以下の図 3，図 4 は，茶道共修前後の数値をまとめた
ものであり、図 5，図 6 は，日本の伝統的な遊びの共修
前後の数値をまとめたものである。
　図 5 は，紙面調査用紙の回収枚数が極端に少ない
為，参考にとどまるが，中でも図 4 の変化がかなり激しい
ことがわかる。図 5，図 7より，留学生は日本人児童と接
することが初めてであったとしても，日本で生活している
ことから日本人と接する機会が多く，共修によりイメー ジ
図 1　 児童との交流回数と
交流への不安の有無
図 2　 留学生との交流回数と
交流への不安の有無
図 3　留学生が持つ日本人児童のイメージ（茶道共修前後）
図 4　日本人児童が持つ留学生のイメージ（茶道共修前後）
図 5　留学生が持つ日本人児童のイメージ
　　  （伝統的な日本の遊び共修前後）
図 6　日本人児童が持つ日本人児童のイメージ
　　  （伝統的な日本の遊び共修前後）
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が大きく変化することはなかったと思われる。
　図 3 ～ 6により，初めての体験では，イメー ジが大きく
変化するということが分かった。
4.3 伝統文化に対する苦手意識と学習意欲
　共修前の紙面調査で，茶道経験の有無を「ない」
「何回かある」「よくする」の 3 項目でたずね，着物着
用経験の有無を「ない」「何回かある」「よく着る」
の 3 項目で尋たずねた。以下の図 7と図 8 がその結
果である。
　図 7と図 8より，やはり留学生より児童の方が茶道や
着物を着る機会が多いこと，また，茶道より着物を着る機
会の方が多いことが分かった。
　共修前と共修後の紙面調査で，茶道と着物に対する
イメー ジを5 段階の SD 法で 8 項目たずねた。図 9，10
は，茶道共修前後の数値をまとめたものである。
　日本語や日本文化を学ぶ留学生は，着物や茶道を体
験する機会が多く，共修の日が初めての体験というわけ
ではない。そのため，図 9 の共修前後に留学生が持つ
イメー ジに大きな差は見られなかったのであろう。留学
生には共修当日までに自分で着物を着ることができるよ
うにし，お辞儀や歩き方，お茶の点て方などを指導したの
だが，その体験は，かなり難しかったようではあるが，伝え
ていきたい，学びたいという気持ちは依然として高いまま
であった。
　図 4に同じく，図 10 でも児童の着物・茶道に対する
イメー ジが大きく良い方向へ変化している。
　図 4，図 10 から，留学生との交流すること，また伝統文
化である茶道や着物への児童の不安を払拭させるこ
とができた上，留学生とのより深い交流が行えたと言え
るであろう。
　図 11 ～ 14 は，図 9，10を茶道経験と着物着用経験
の頻度別にみたものである。
　図 11より，茶道経験のある留学生の方が，茶道・着
物に良いイメー ジを持っていることがわかった。
　図 12 の「楽しさ」「発展度」「難易度」「学習意
欲」の 4 項目において，着物着用経験のある留学生ほ
ど，茶道・着物に対するイメー ジが悪くなっていることが
わかる。これは，学習の大変さを分かっているからか，
学習することに新鮮さがなくなっているからであろうか。
　図 13 から，良く茶道をする児童の茶道・着物に対す
るイメー ジが非常に良いことが分かった。茶道経験の
全くない児童と，何回か経験をしている児童とを比べると，
「親しみやすさ」「楽しさ」「難易度」「伝えていきた
いか」の 4 項目において，何回か茶道経験のある児童
の方が茶道・着物に対するイメー ジが若干悪いことが
分かった。図 10より，茶道の共修後のお茶・着物に対
するイメー ジが非常に良くなっていることを見ると，今回
図 9　留学生のお茶・着物に対するイメージ
図 10　日本人児童のお茶・着物に対するイメージ
図 7　 留学生と茶道経験と
着物着用経験の有無
図 8　 児童の茶道経験と着物
着用頻経験の有無
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の留学生との共修の学習効果は非常に大きなもので
あったといえよう。
　図14の「明るさ」「親しみやすさ」「楽しさ」「発展度」
「伝えていきたいか」の 5 項目において，着物着用経
験のある留学生ほど，茶道・着物に対するイメー ジが良
くなっていることがわかる。図 13 では，何回か茶道経
験がある児童の方がイメー ジが若干悪かったことと合
わせて考えると，これまでの着物着用では良い体験がで
きており，これまでの茶道体験では，何かしら良くない体
験をしてきた可能性がみられる。今回の共修が有効で
あったといえよう。
5. おわりに
　児童と留学生という年代の違いを超えた共修により，
「自文化理解」「異文化理解」を実現させるだけで
なく，異文化を持った人に対する不安感を払拭し，さらに
日本文化に対する印象も良い方向に導くことができた。
やはり，伝統文化を概念だけで学ぶのではなく，実施に
体験することによって身についたことが大きいと思われ
る。これからも共修の際には実技を取り入れて体験を
通して学んでもらいたいと考える。
　日本人学生との共修・交流では，受け身となりがちな
留学生が，児童を安心させようと，積極的に話しかける
様子がみられた。茶道等の体験共修は，児童と留学生
という年代の違いを超えても有効であるということが明
らかにできたと思う。
　しかし，この共修に向けての学習者への指導などに
は，非常に多くの準備が必要である。折角の機会を最
大限に有効活用できるよう，また，前述の要素Ⅰ～Ⅲを達
成し，社会で活躍できるグローバル人材の育成に貢献
できるよう，体験を通した留学生と日本人との共修につ
いて，これからも検討していきたい。
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